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清
流
と
言
わ
れ
る
川
の
大
増
水
に
よ

る
溢い

っ
す
い水
や
堤
防
破
堤
。川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
、生
活
・
生
業
な
ど
人
が
暮
ら
す
う
え

で
必
要
な
も
の
が
消
失
し
た
。目
を
覆
い

た
く
な
る
よ
う
な
状
況
が
、な
ぜ
こ
う
も

頻
発
す
る
の
か
。日
本
列
島
に
停
滞
す
る

梅
雨
前
線
の
影
響
で
、熊
本
県
な
ど
の
九

州
南
部
か
ら
九
州
北
部
ま
で
の
九
州
全

域
、更
に
は
本
州
の
岐
阜
、長
野
両
県
に

も
大
雨
特
別
警
報
が
出
さ
れ
、浸
水
や
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
、「
令
和
二
年
七
月

豪
雨
」の
こ
と
だ
。

　
長
時
間
に
わ
た
る
記
録
的
な
大
雨
に

伴
う
水
害
・
土
砂
災
害
の
激
甚
化
は
近

年
、特
に
多
く
な
っ
て
い
る
。内
閣
府
が

公
表
し
て
い
る
過
去
五
年
の「
激
甚
災
害

の
指
定
状
況
」に
よ
る
と
、二
〇
一
九
年

ま
で
に
指
定
を
受
け
た
激
甚
災
害
は
二

利
害
関
係
者
へ
の
調
整
も
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、洪
水
調
節
機
能
を
持
っ
て
い
て

も
、貯
水
機
能
上
限
に
達
し
満
杯
に
な
れ

ば
、ダ
ム
を
守
る
た
め
に
緊
急
放
流
を
余

儀
な
く
さ
れ
、結
果
的
に
こ
れ
が
下
流
の

河
川
増
水
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、昨
年
の

台
風
一
九
号
の
教
訓
と
し
て
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
ダ
ム
を
め
ぐ
る
こ

れ
ま
で
の
課
題
で
あ
り
、政
府
が
洪
水
機

能
強
化
に
乗
り
出
す
前
の
、「
稼
働
ダ
ム

一
、四
六
〇
、有
効
貯
水
容
量
約
一
八
〇

億
立
方
㍍
の
う
ち
洪
水
調
節
の
た
め
の

貯
水
容
量
は
約
三
割（
約
五
四
億
立
方

㍍
）」に
と
ど
ま
っ
て
い
た
理
由
だ
っ
た
。

　
政
府
は
事
態
打
開
へ
ま
ず
昨
年
十
二

月
に「
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強

化
に
向
け
た
基
本
方
針
」を
、今
年
四
月

に
は
国
土
交
通
省
が「
事
前
放
流
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
た
。そ

し
て
六
月
会
合
で
菅
官
房
長
官
は
、「
一

級
水
系
全
体
と
し
て
、す
べ
て
の
ダ
ム
の

有
効
貯
水
容
量
の
う
ち
水
害
対
策
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
容
量
を
、こ
れ
ま
で
の

約
三
割
か
ら
約
六
割
へ
と
倍
増
す
る
こ

と
が
で
き
た
。こ
れ
は
八
ッ
場
ダ
ム
五
〇

個
分
に
相
当
す
る
」と
胸
を
張
っ
た
。更

に
、「
関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、治
水
協

八
件
。年
間
五
・
六
件
の
割
合
で
指
定
さ

れ
て
い
る
計
算
と
な
る
。

　
豪
雨
災
害
が
広
域
化
し
て
い
る
の
も

特
徴
の
一
つ
。昨
年
十
月
の
台
風
一
九
号

は
、記
録
的
大
雨
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決

壊
や
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
が
東
北
か

ら
関
東
を
中
心
に
広
範
囲
に
及
ん
だ
。台

風
一
九
号
で
は
、国
管
理
・
都
道
府
県
管

理
の
河
川
で
計
一
四
〇
カ
所
の
堤
防
が

決
壊
し
、「
未
曾
有
の
事
態
」（
赤
羽
一

嘉
国
土
交
通
相
）を
引
き
起
こ
し
た
。

　
更
に
昨
年
の
台
風
一
九
号
で
は
土
砂

災
害
も
九
五
二
件
発
生
。台
風
に
伴
う
土

砂
災
害
と
し
て
集
計
を
開
始
し
た
一
九

八
二
年
以
来
、最
多
と
な
っ
た
。二
〇
一

九
年
の
土
砂
災
害
発
生
件
数
は
一
、九

九
五
件（
速
報
値
）、四
三
都
道
府
県
で

発
生
し
た
。こ
の
う
ち
宮
城
県
が
二
六
一

定
に
基
づ
き
、既
存
ダ
ム
の
事
前
放
流
な

ど
国
土
交
通
省
を
中
心
に
一
元
的
に
行

う
新
た
な
運
用
を
開
始
す
る
よ
う
お
願

い
す
る
」と
続
け
た
。

　
政
府
の
主
導
に
よ
り
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）な
ど
も
使
い
な
が
ら
精
緻
な
雨
量
予

測
を
行
い
、利
水
用
の
水
も
集
中
豪
雨
前

に
事
前
放
流
を
し
て
洪
水
対
処
能
力
を

高
め
る
体
制
が
一
級
河
川
で
よ
う
や
く

整
い
つ
つ
あ
る
。

土
木
と
建
築

既
存
枠
組
み
を
超
え

　
既
存
ダ
ム
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災

へ
の
取
組
み
は
、既
成
と
規
制
と
い
う
二

つ
の「
キ
セ
イ
」を
超
え
た
結
果
だ
が
、

「
豪
雨
災
害
」と
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
の
影

響
、い
わ
ゆ
る「
コ
ロ
ナ
禍
」と
い
う
新
た

な
災
害
は
、生
活
を
支
え
都
市
を
構
築

す
る
イ
ン
フ
ラ（
社
会
基
盤
）整
備
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
六
月
、土
木
学
会
会
長
に
選
出
さ
れ

た
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
教
授
は

就
任
会
見
で
、「
土
木
が
持
つ『
防
疫
』

の
側
面
は
、『
防
災
』と
並
ぶ
根
幹
的
な

目
的
・
意
義
」と
強
調
し
た
。

件
で
最
多
、神
奈
川
県
二
一
四
件
、鹿
児

島
県
二
〇
一
件
、千
葉
県
一
八
六
件
、福

島
県
一
六
三
件
と
続
い
た
。

　
国
は
、記
録
的
な
大
雨
と
甚
大
な
被

害
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
昨
年
の
台
風
一

九
号
を
受
け
、こ
れ
ま
で
縦
割
り
行
政
を

理
由
に
進
ま
な
か
っ
た
、「
既
存
ダ
ム
の

洪
水
機
能
強
化
」に
乗
り
出
し
た
。

半
年
で
洪
水
対
処
能
力
が
倍
増

　
二
〇
一
九
年
十
一
月
、「
既
存
ダ
ム
の

洪
水
調
節
機
能
強
化
に
向
け
た
検
討
会

議
」初
会
合
で
、菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官

は
こ
う
言
い
切
っ
た
。「
こ
の
会
議
で
、国

内
一
、四
六
〇
の
す
べ
て
の
ダ
ム
の
運
用

を
検
証
し
、洪
水
調
節
機
能
を
早
期
に

強
化
す
る
」。政
府
が
関
係
省
庁
・
利
害

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
防
災
だ
け
で
は
な

く
、防
疫
に
も
寄
与
す
る
こ
と
は
、都
市

形
成
の
歴
史
を
見
て
も
間
違
い
な
い
。明

治
期
、政
府
は
文
明
開
化
の
国
づ
く
り
の

手
本
と
し
て
外
国
の
街
づ
く
り
を
参
考

に
近
代
都
市
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
。そ

の
象
徴
例
が
、火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し
た

銀
座
や
築
地
一
帯
を
不
燃
化
建
築
物
で

街
づ
く
り
を
進
め
た「
銀
座
煉
瓦
街
」建

設
と
、官
庁
街
を
現
在
の
霞
が
関
か
ら
日

比
谷
近
辺
ま
で
に
集
中
さ
せ
る「
官
庁
集

中
計
画
」、更
に
都
市
計
画
の
源
流
と
も

言
わ
れ
る
都
市
大
改
造
計
画
だ
っ
た「
市

区
改
正
計
画
」の
三
つ
だ
と
言
え
る
。

　
政
治
体
制
が
徳
川
幕
府
か
ら
明
治
政

府
に
代
わ
り
、「
江
戸
」か
ら「
東
京
」へ

の
移
行
を
決
定
づ
け
た
一
八
六
八（
明
治

元
）年
、明
治
政
府
が
意
識
し
て
い
た
パ

リ
で
は
、古
い
建
物
を
強
制
的
に
壊
し
、

開
放
的
で
衛
生
的
な
近
代
都
市
を
整
備

す
る
、い
わ
ゆ
る「
パ
リ
大
改
造
」が
、ナ

ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
の
構
想
に
沿
っ
て
、ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
オ
ス
マ
ン
に
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
た
。こ
の
大
改
造
の
肝
の
一
つ
が
、上

下
水
道
整
備
と
都
市
景
観
だ
っ
た
。

　
衛
生
＝
防
疫
の
視
点
は
、明
治
期
の

東
京
の
街
づ
く
り
で
も
生
か
さ
れ
た
。全

関
係
者
と
の
調
整
機
能
を
果
た
し
、こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
課
題
解
決
を
宣

言
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
国
内
一
、四
六
〇
ダ
ム
の
う
ち
、水
系

ご
と
の
国
土
交
通
省
所
管「
多
目
的
ダ

ム
」は
五
六
二
。こ
れ
に
対
し
、発
電（
所

管
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）、工
業
用
水

（
同
経
済
産
業
省
）、農
業
用
水（
同
農

林
水
産
省
）、上
水（
同
厚
生
労
働
省
）

な
ど
を
目
的
に
す
る「
利
水
ダ
ム
」は
八

九
八
。た
だ
こ
の
八
九
八
利
水
ダ
ム
の
洪

水
調
節
容
量
は
ゼ
ロ
。

　
そ
も
そ
も
利
水
ダ
ム
は
、発
電
や
農
業

用
水
な
ど
決
ま
っ
た
目
的
の
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
る
か
ら
、洪
水
調
節
機
能
と
い

う
治
水
目
的
は
念
頭
に
な
い
。だ
か
ら
洪

水
調
節
機
能
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、所

管
官
庁
の
ほ
か
利
水
の
恩
恵
を
受
け
る

国
的
な
コ
レ
ラ
流
行
を
受
け
、東
京
府
は

御
雇
い
外
国
人
技
術
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・

レ
ー
ケ
指
導
の
も
と
で
下
水
道
改
良
事

業
計
画
案
を
ま
と
め
た
。ま
さ
に
イ
ン
フ

ラ
は
、防
疫
と
不
燃
化
な
ど
災
害
に
強
い

都
市
と
街
づ
く
り
に
貢
献
し
続
け
て
き

た
と
言
え
る
。

　
七
月
六
日
、国
土
交
通
省
は
総
力
を

挙
げ
て「
流
域
治
水
」に
転
換
し
防
災
・

減
災
を
主
流
に
し
た
社
会
実
現
を
目
指

す
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決
定
し
た
。

流
域
全
体
で
治
水
に
取
り
組
む
な
か
で
、

防
災
・
減
災
を
考
慮
し
た
住
ま
い
方
の

工
夫
や
土
地
利
用
の
推
進
も
掲
げ
た
。具

体
的
に
は
、水
系
ご
と
の
全
体
像
を
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
今
年
度
内
に

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
さ
に
河
川
、下
水
道
、砂
防
、海
岸

と
い
っ
た「
土
木
」と
、都
市
計
画
・
都

市
開
発
な
ど
の「
建
築
」は
連
携
・
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。土
木
・
建
築
が
担
う
イ
ン

フ
ラ
、都
市
づ
く
り
は
、気
候
凶
暴
化
と

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
出
現
の
可
能
性
が
今

後
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、ど
う
対
応
し

て
い
く
べ
き
か
。縦
割
り
思
考
を
や
め
て

横
断
的
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。
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